
財
産
の
取
得

　
文
部
科
学
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
あ
わ
せ
て
、
学

習
用
の
端
末
機
器
を
取
得
し
ま

す
。
児
童
生
徒
に
１
人
１
台
が

使
用
で
き
、
遠
隔
学
習
な
ど
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
８
月
臨
時
議
会
で
可

決
し
た
予
算
で
す
。

学
習
用
端
末
機
器

　
　
　
　

 

の
取
得

水
道
料
金
が
上
が
り
ま
す

　
水
道
料
金
を
来
年
２
月
以
降

の
検
針
か
ら
概
ね
15
パ
ー
セ
ン

ト
の
値
上
げ
と
料
金
体
系
の
見

直
し
を
し
ま
し
た
。

　
料
金
体
系
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
８
㎥
ま
で
無
料
で
し
た

が
、
今
後
は
す
べ
て
従
量
制
に

な
り
ま
す
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

し
て
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
委
員

長
か
ら
「
認
定
す
べ
き
」
と
の
報

告
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
一

般
会
計
な
ど
は
賛
成
多
数
、
水
道

事
業
会
計
は
全
会
一
致
で
認
定
し

ま
し
た
。

 

執
行
部
の
提
案
理
由

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
老
朽
化
が
進
み
、
施
設
の

更
新
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
配
水

管
に
つ
い
て
も
耐
震
化
が
進
ん

で
い
ま
せ
ん
（
概
ね
20
年
で
26

パ
ー
セ
ン
ト
）。
こ
う
し
た
中
、

独
自
の
安
心
・
安
全
で
お
い
し

い
水
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

施
設
の
更
新
、
配
水
管
の
耐
震

化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
を
早
急
に
推
進
す
る

た
め
に
は
、
水
道
料
金
を
値
上

げ
し
て
資
金
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
、
時
期
を
遅
ら
せ
ば
、

値
上
げ
幅
が
大
き
く
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
当
初
は
今
年
の
９
月

改
定
予
定
で
し
た
が
、
社
会
情

勢
を
考
慮
し
２
月
ま
で
延
期
し

て
い
ま
す
。

道
路
認
定

決
算
認
定

条
例
改
正

契
約
認
定

9
　条例の改正や補正予算などについて慎重に審議しました。ここでは主なものを紹介します。（各議
案の審議結果は８ページに掲載しています。）

月 定例議会を9月1日から11日まで開きました。

５ページに
関連記事

水
道
料
金
の
改
定

　
一
貫
田
公
園
横
付
近
か
ら
下

流
部
分
約
50
メ
ー
ト
ル
の
河
川

改
修
に
つ
い
て
工
事
契
約
す
る

こ
と
を
認
定
し
ま
し
た
。
洪
水

な
ど
の
災
害
に
対
応
し
ま
す
。

奥
之
谷
川
河
川

　
　
　
　
　

 

改
修

　消
費
税
が
10
パ
ー
セ
ン
ト

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
国
民
健

康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
も
値
上
げ
さ
れ
る

な
ど
、
住
民
へ
の
負
担
を
増

や
し
、
不
安
を
抱
か
せ
た
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
は
賛
成

で
き
な
い
。

佐
中 

十
九
昭
　
議
員

　海
田
公
民
館
及
び
織
田

幹
雄
記
念
館
の
大
規
模
事

業
を
完
成
さ
せ
、
平
成
30

年
豪
雨
災
害
に
係
る
復

旧
・
復
興
及
び
イ
ン
フ
ラ

強
靭
化
に
切
れ
目
な
く
取

り
組
ま
れ
た
。
ま
た
、
当

初
の
目
標
事
業
を
適
正
、

適
法
に
執
行
さ
れ
て
い

る
。

小
田 

久
美
子
　
議
員

反
対
討
論

　政
党
助
成
金
は
、
民
主

政
治
の
健
全
な
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
適
正
な
政
治
活

動
を
行
う
た
め
認
め
ら
れ

た
制
度
で
あ
る
。

大
高
下 

光
信
　
議
員

反
対
討
論

賛
成
討
論

　
国
民
は
、
政
党
を
支
持
す

る
自
由
も
支
持
し
な
い
自
由

も
あ
る
。
政
党
助
成
金
と
は
、

国
民
の
税
金
の
山
分
け
で
、

支
持
し
て
い
な
い
政
党
に
も

献
金
す
る
こ
と
を
強
制
す
る

こ
と
で
あ
り
、
廃
止
す
る
べ

き
で
あ
る
。

佐
中 

十
九
昭
　
議
員

賛
成
討
論

老朽化した国信浄水場を更新します

【改正後の料金】

31

海田
高等学校

海田西中学校

陸上自衛隊
海田市駐屯地

寿町

月見町

南本町

日の出町

南幸町

大立町

南堀越町

海田西
小学校

海田南小学校

町立図書館

町立海田中学校

広島市消防局
安芸消防署 海田大正町

郵便局

呉
線

海田
小学校

海田郵便局

既存部分

延伸部分

もう少しで矢野までつながります

　
町
道
３
１
４
号
線
が
今
年
度

中
に
安
芸
区
矢
野
ま
で
開
通
す

る
た
め
、
延
伸
し
ま
し
た
。

中
店
小
学
校
線
の

　
　
　
　
　

 

延
伸

令
和
元
年
度
の

　
　

 

決
算
を
認
定

　可
決
さ
れ
た
発
議
に
つ
い
て
は
、
海
田
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
意
見
書
・
決
議
」
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

発

　議

　
政
党
の
政
治
資
金
は
、
国
民

の
中
で
活
動
し
、
国
民
の
支
持

を
得
て
つ
く
る
の
が
あ
る
べ
き

姿
で
あ
る
。
制
度
の
廃
止
を
強

く
求
め
る
。

用　途
一　般
業　務
プール
公衆浴場

臨　時

基本料金（１か月）
762円

907円

一般用または
業務用と同じ

【現行】

用　途
一　般
業　務
プール
公衆浴場

臨　時

基本料金（１か月）
560円
700円

　0円

政
党
助
成
金
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書

（
議
員
２
名
に
よ
る
発
議
）

　
　
〜
賛
成
少
数
で
否
決

　
地
方
財
政
は
か
つ
て
な
い
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
国

に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
を
実

現
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

・
地
方
交
付
税
等
の
財
源
総
額

を
確
保
・
充
実
す
る
こ
と
。

・
地
方
税
収
の
減
少
に
万
全
の

減
収
補
填
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。

・
固
定
資
産
税
の
制
度
の
根
幹

を
揺
る
が
す
見
直
し
は
行
わ

な
い
こ
と
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し

地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書

（
議
員
全
員
に
よ
る
発
議
）

　
　
〜
全
会
一
致
で
可
決

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
の
た
た
か
い
の
中
、
医
療

体
制
を
増
強
し
な
け
れ
ば
、
国

民
の
命
を
守
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
国
に
お
い
て
は
、
次
の
措

置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

・
公
立
・
公
的
医
療
機
関
の
「
再

検
証
」
要
請
を
白
紙
撤
回
す

る
こ
と
。

・
地
域
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
、
地
域
医
療
構
想
の

充
実
を
図
る
こ
と
。

公
立・公
的
医
療
機
関
の

「
再
検
証
」要
請
の

白
紙
撤
回
及
び

地
域
医
療
構
想
の

見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

（
議
員
全
員
に
よ
る
発
議
）

　
　
〜
全
会
一
致
で
可
決

メーター口径
20㎜の場合
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